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匡∃ 複 茉教 αの れ乗根を求めよ。 (一 般的な表式)

[解〕拘次方程式 ピ
ハ=S を 解 く.切 =pe浄 とぉく,

また右図のようにα=r(む G■首tMO】キ el° と する。
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□ :a岩は句個ある。実数T(T≧0)の角乗根Ti=W戸は1個のみと考える。
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実軸

αの絶対値と偏角 (極形式)

関連問題[p.125 1llp.1314」

匝□ (1)複素教 預 十V5ぢを複素平面上に描き,

極形式を求めよ.

(2)、わ十M5づの4乗根 りが満たす方程式を書き,

り=ρeぢφとおき,その方程式を極形式に直せ.

(1)十 俸
幅ぎ十―ジトにキにこ=

代2v営

モコ′静

(3)りの絶対値と偏角を求め,りを極形式ですべ

て求めよ.

(4)りを複素平面上に描き,通常の a十ぢbの形で

表せる数はその形に直せ.     |
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